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研究成果の概要（和文）：ヒトは（∵）のような、ただの点の集まりでも顔を認識してしまう。本研究では「生
き物らしさ認知」に焦点を当て、実験心理学的な手法により生き物らしさ認知に関する諸現象について実証的研
究を行った。多数の点群が同期して運動することで、感じられる生き物らしさが大幅に減少すること、点群に対
して顔という認識が生じたときのみ視線との共同注意が生じ、検出感度が向上することなど、生き物らしさ認知
が生じるための条件、生き物らしさ認知が生じた結果として起こる認知変容について、興味深い知見が数多く得
られた。

研究成果の概要（英文）：We see a face against a group of dots like (∵). In this research project, I
 mainly focused on the psychological process of animacy perception and conducted psychological 
experiments to explore the various phenomena regarding animacy perception. I found several novel 
phenomena in both the condition to induce the animacy perception and the behavioral effects 
resulting from animacy perception; for example, synchronous motion of several dots drastically 
reduce the strength of induced animacy (Takahashi, K., & Watanabe, K. (2015) Synchronous motion 
modulates animacy perception. Journal of Vision). The animacy perception also influenced the 
behavior and cognition. Objects seen as a face can induce joint attention by their gaze (Takahashi, 
K. & Watanabe, K. (2013) Gaze cueing by pareidolia faces. i-Perception) and can be detected easily 
compared with objects not seen as a face (Takahashi, K., & Watanabe, K. (2015) Seeing objects as 
faces enhances object detection. i-Perception).

研究分野： 認知心理学
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１．研究開始当初の背景 
 ヒトが生き物らしさを感じる能力は過度
に汎化されている。そこにはアニマシー知覚
など知性的な生き物らしさを生み出す推論
過程から、パレイドリア現象などの情動的な
生き物らしさに関連する生理的過程まで、多
様な心的過程が関与する。それ故に生き物ら
しさ認知の応用範囲は非常に幅広い。本研究
では認知心理学的な実験研究を通して、知性
と情動の対比を軸とする生き物らしさ認知
の体系化を行った上で、生き物らしさ認知が
もたらすヒトの行動へのインパクトの解明
とその工学的・臨床的応用への展開を目指し
た。 
 
２．研究の目的 
 ヒトが感じる生き物らしさは多様である。
アニマシー知覚 (Heider 1944) では複数の幾
何学図形の相互作用運動に対して社会性を
伴う知性的な生き物らしさを感じる。一方、
パレイドリアや 1Hz 周期の触覚刺激 (高橋 
2012)など、生々しい情動的・生理的な生き物
らしさも存在する。生き物らしさ認知には、
推論を伴う知性的過程から生理反応のよう
な情動的過程まで、多様な心的過程が関わる。 
 生き物らしさ認知はまた、その対象に対す
る注意 (Pratt 2010)、時間認知 (Carrozzo 2010) 
などの行動を無意識のうちに変容させる。こ
れまでの研究ではパレイドリア図形を生き
物と認識した時と認識しなかった時とで注
意補足などの認知課題成績に差が生じた。対
象の中に生き物らしさを感じることにより
無意識のうちに行動レベルで対象への関わ
り方に変化が生じることを意味する。 
生き物らしさ認知は、単一の心的過程によ

るものではなく、知性から情動まで多層の処
理の相互作用の中で生じるものと考えてい
る。主観的な観察では、例えばパレイドリア
現象では不気味さを伴う情動的生き物らし
さと、その生き物らしさを否定する知性的過
程が拮抗している。アニマシー知覚では社会
性や知性を見出すことによる高次の生き物
らしさは感じるが、情動的過程は働かない。 
 本研究では(1)知・情という軸による生き物
らしさ認知のマッピングを通した体系化を
行い、(2)生き物らしさ認知の応用範囲(臨
床・工学・神経基盤)とその効果を明らかにす
ることを目指した。 
 
３．研究の方法 
 まず【A】マッピングでは、視覚だけでな
く触覚・聴覚を含む様々な刺激属性をパラメ
トリックに操作し、そこに感じる生き物らし
さの質(知・情)と強さを主観評定・潜在指標
により明らかにした上で、知と情の相互作用
について検討する。最終的には、どのような
刺激を呈示すれば望む質(知・情)・強さの生
き物らしさを生み出せるかを明らかにする。
以上のマッピングを生かし、臨床応用では、
【B】生き物らしさの付加による行動変容と

その個人差に注目し、発達障害や認知症・精
神疾患の早期診断への応用可能性を模索す
る。工学応用では、仮想エージェントに自由
に生き物らしさを付加できるという性質を
生かし、今後ますます増えてくるであろう
【C】没入環境における生き物らしさの特異
性を調べることで、仮想システムに生き物ら
しさを組み込むことがヒトの行動に与える
影響を検討する。神経基盤の検討では、脳活
動に関して【D】知的・情的生き物らしさの
間の共通性と乖離を検討する。 
 
４．研究成果 
（１）パレイドリア刺激に対する視線手がか
り効果 Takahashi, K. & Watanabe, K. (2013) 
Gaze cueing by pareidolia faces. i-Perception, 4 
(8), 490-492. DOI:10.1068/i0617sas 

  
パレイドリア刺激を用いて、社会的相互作用
である視線手がかり効果に関する実験研究
を行った。パレイドリア刺激を顔として認識
したときのみ、視線手がかり効果が生じるこ
と、一度顔として認識してしまえば、その視
線を無視することが困難なことなどを示し
た。 
 
（２）不気味な生き物に対する反応速度 
Takahashi, K., Fukuda, H., Samejima, K., 
Watanabe, K. & Ueda, K. (2015) Impact of 
stimulus uncanniness on speeded response. 
Frontiers in Psychology, 6, 662. 

 



 
 
日本人にとって親近感の強い魚類を実験刺
激として、生き物の不気味さが反応速度に及
ぼす効果を検討した。不気味さにより処理負
荷が上がり、反応遅延が生じることを示した。 
 
（３）同期する点刺激に対する生き物らしさ
知覚  Takahashi, K., & Watanabe, K. (2015) 
Synchronous motion modulates animacy 
perception. Journal of Vision, 15 (8), 17. 

 

 
単純な点群の動きから生じる生き物らしさ
認知について、点群の動きの同期の効果を調
べた。その結果、点群が同期して動く際に、
感じられる生き物らしさが劇的に低下する
ことを示した。 
 
（４）パレイドリアの生起による刺激検出感
度の向上 Takahashi, K., & Watanabe, K. (2015) 
Seeing objects as faces enhances object detection. 
i-Perception, 6 (5). 

 

 

単純な点からなるパレイドリア刺激（∵）に
対して、それを顔と認識することが検出感度
に与える影響を調べた。同じ刺激を三角形と
して認識している場合に比べて、顔として認
識することで検出感度が大幅に向上するこ
とを示した。 
 
（５）その他 
 生き物らしさの認知に関するさまざまな
実験研究を行った。これを発展させ、認知科
学会オーガナイズドシンポジウムを開催す
るなど、研究成果を広く公開することにも努
めた。 
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